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水
足
熊
本
県
医
会
長
に
、
見

舞
金
の
目
録
を
手
交
し
た
。

続
い
て
、
被
災
し
た
「
ま

つ
ば
せ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
を
訪
問
し
、
田
中
博

明
院
長
か
ら
発
災
当
時
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。

同
院
長
は
、
入
院
し
て
い

た
患
者
は
無
事
で
、
関
連
施

設
の
福
田
病
院（
熊
本
市
内
）

に
移
送
す
る
な
ど
、
患
者
の

安
全
を
第
一
に
避
難
対
応
を

行
っ
た
こ
と
や
、
地
震
の
影

響
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外
壁
と

施
設
内
の
設
備
等
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
少

し
ず
つ
診
療
を
再
開
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
。
「
一

日
も
早
く
通
常
の
分
娩
体
制

に
戻
せ
る
よ
う
、
全
力
で
復

旧
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
話
し
た
。

最
後
に
訪
問
し
た
熊
本
県

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
で
は
、

ま
ず
、
東
京
都
医
師
会
の
五

十
嵐
豊
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部

統
括
よ
り
、
全
体
の
状
況
や

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題

及
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、

ま
た
、
福
岡
県
医
師
会
の
横

倉
義
典
統
括
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら

は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
報
告
を
受
け
た
。

産
業
医
科
大
学
の
平
田
敬

治
副
学
長
並
び
に
立
石
清
一

郎
教
授
か
ら
は
、
被
災
地
支

援
に
当
た
る
医
療
従
事
者
支

援
に
つ
い
て
、
①
時
間
の
経

過
と
と
も
に
心
身
の
疲
労
が

た
ま
っ
て
い
く
た
め
、
今
後

の
援
助
が
重
要
に
な
っ
て
い

く
②
被
災
地
の
労
働
者
は
孤

立
感
が
募
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
援
助
機
能
の
一
つ
と
し

て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

が
必
要

─
等
の
説
明
を
受

け
、
松
本
会
長
も
理
解
を
示

し
た
。

断
水
か
ら
の
早
期
復
旧

が
医
療
提
供
体
制
回
復

の
カ
ギ

視
察
を
終
え
た
松
本
会
長

は
、今
回
の
震
災
に
つ
い
て
、

「
断
水
か
ら
の
早
期
復
旧
が

地
域
医
療
提
供
体
制
回
復
の

カ
ギ
に
な
る
」
と
強
調
す
る

と
と
も
に
、
日
本
医
師
会
と

し
て
、
被
害
の
あ
っ
た
地
域

に
必
要
な
支
援
が
行
き
わ
た

る
よ
う
、
国
へ
の
情
報
提
供

と
支
援
要
請
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
く
考
え
を
改
め
て
示

し
た
。

見舞金の目録を水足熊本県医会長に手交する松本会長（左から2番目）

JMAT調整本部で説明を受ける松本会長

JMAT調整宇城地域本部 まつばせレディースクリニック

松
本
会
長
は
熊
本
駅
に
到

着
後
、
福
田
前
熊
本
県
医
会

長
と
合
流
し
、
地
震
で
特
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域

の
一
つ
で
あ
る
宇
城
市
に
向

け
て
出
発
。現
地
に
到
着
後
、

水
足
熊
本
県
医
会
長
や
江
上

寛
下
益
城
郡
医
師
会
長
の
案

内
で
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
宇
城

地
域
本
部
を
視
察
し
た
。

同
本
部
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

と
し
て
被
災
地
支
援
に
当
た

っ
て
い
る
小
林
邦
生
愛
知
県

医
師
会
副
会
長
ら
と
面
会
。

松
本
会
長
は
酷
暑
の
中
、

日
々
献
身
的
に
支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
へ
の
謝

意
を
示
し
た
上
で
、
被
災
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
、
「
ト
イ

レ
が
足
り
て
い
な
か
っ
た

が
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
が

徐
々
に
入
り
出
し
て
い
る
」

「
飲
み
水
は
あ
る
が
、
内
視

鏡
を
洗
う
水
な
ど
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
」
「
夜
間
に
看

護
師
が
足
り
て
い
な
い
所
が

あ
る
」
と
い
っ
た
説
明
を
受

け
た
。

水
足
熊
本
県
医
会
長
に

見
舞
金
の
目
録
を
手
交

そ
の
後
、
下
益
城
郡
医
師

会
館
に
移
動
。
江
上
下
益
城

郡
医
会
長
か
ら
は
、
同
医
師

会
館
や
管
下
の
宇
城
市
並
び

に
下
益
城
郡
美
里
町
で
開
業

し
て
い
る
病
院
・
診
療
所
の

被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
（
１
）

多
く
の
医
療
機
関
が
一
部
損

壊
の
状
況
に
あ
る
、
（
２
）

各
医
療
機
関
の
努
力
で
制
限

付
き
の
診
療
を
継
続
し
て
は

い
る
も
の
の
、
か
か
り
つ
け

患
者
へ
の
処
方
箋せ

ん

発
行
で
精

一
杯
と
な
っ
て
い
る
、（
３
）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

断
水
の
影
響
が
深
刻
だ
が
、

断
水
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、
多

く
の
医
療
機
関
は
通
常
診
療

に
戻
れ
る

─
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
断
水
へ
の
応
急
的

な
対
応
と
し
て
、
井
戸
水
の

利
用
や
自
衛
隊
に
よ
る
給
水

を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る

他
、
大
量
の
水
を
要
す
る
透

析
患
者
の
う
ち
、
重
症
者
は

速
や
か
に
熊
本
市
に
移
送
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
と
の
説
明
も
受
け
た
。

そ
の
他
、
避
難
所
の
開
設

状
況
等
に
つ
い
て
は
、
①
管

内
14
の
避
難
所
に
３
０
０
０

名
弱
が
避
難
中
で
あ
る
②
定

員
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

避
難
所
で
は
感
染
症
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
③
現
在
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
医
療
援
助
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
撤
収
後
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ

る
切
れ
目
の
な
い
医
療
援
助

が
必
要
と
な
る

─
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
、

松
本
会
長
は
、
「
江
上
下
益

城
郡
医
会
長
を
始
め
、
地
域

の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
医

師
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
災
害

関
連
死
の
発
生
状
況
等
に
つ

い
て
も
確
認
し
、
医
療
機
関

の
被
害
状
況
や
、
避
難
所
及

び
断
水
の
状
況
に
つ
い
て
、

責
任
を
も
っ
て
国
に
伝
え
る

意
向
を
表
明
。
ま
た
、
会
談

終
了
後
に
は
松
本
会
長
か
ら

　松本吉郎会長は８月９日、令和８年熊本地震の被災地を訪問。
福田稠前熊本県医師会長や水足秀一郎熊本県医師会長らの案内の
下、県庁内に設置した熊本県JMAT調整本部や現地に設けたJMAT
調整地域本部などを視察し、被災地支援に当たる医療関係者を激
励した。

松
本
会
長

令和８年熊本地震の被災地を視察し、現地の医師やJMATを激励
国へ被災状況を伝えるとともに
                   更なる支援を求める意向を表明
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移
動
に
２
時
間
以

上
ま
た
は
宿
泊
を

伴
う
養
成
所
も
約

２
割
あ
る
な
ど
、

教
員
と
学
生
双
方

の
負
担
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と

に
言
及
。
実
習
記
録
シ
ス
テ

ム
等
の
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
遠

隔
で
の
指
導
や
、
教
員
配
置

の
柔
軟
化
、
定
年
後
の
教
員

の
再
雇
用
、
共
通
教
材
の
導

入
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
看
護
職
の
需
給
、
地
域
・

領
域
別
の
偏
在
、
勤
務
環
境

の
改
善
を
含
め
た
養
成
・
確

保
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

（
３
）
鹿
児
島
県
医
師
会

「
未
来
の
芽
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て

大
西
浩
之
鹿
児
島
県
医
師

会
副
会
長
は
、
小
児
・
周
産

期
医
療
を
担
う
医
師
、
看
護

師
、
助
産
師
の
確
保
と
県
内

定
着
を
目
的
と
し
た
「
未
来

の
芽
プ
ラ
ン
」を
紹
介
し
た
。

大
西
副
会
長
は
ま
ず
、
医

療
資
源
が
鹿
児
島
市
に
集
中

し
、
離
島
を
含
む
地
域
で
の

医
師
や
看
護
職
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
県
医
師
会
で
は
平
成
22

年
度
以
降
、
医
師
不
足
対
策

基
金
や
、
そ
の
前
身
と
な
る

「
は
や
ぶ
さ
プ
ラ
ン
」
に
よ

り
臨
床
研
修
医
や
産
婦
人
科

専
攻
医
、
助
産
学
生
や
看
護

学
生
へ
の
助
成
金
の
支
給
な

ど
、
支
援
を
続
け
て
き
た
こ

と
を
報
告
。
そ
の
一
方
で
、

助
成
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
回
答
者
の
91
％
が

県
内
で
勤
務
す
る
な
ど
、
県

令
和
８
年
度
医
師
会
立
看

護
師
等
養
成
所
会
議
（
都
道

府
県
医
師
会
医
療
関
係
者
担

当
理
事
連
絡
協
議
会
）
が
７

月
31
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
催
さ
れ
、
人
口
減
少
下

に
お
け
る
看
護
職
養
成
の
方

向
性
や
、
遠
隔
授
業
・
サ
テ

ラ
イ
ト
化
に
よ
る
地
域
の
養

成
機
能
維
持
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

会
議
は
江
澤
和
彦
常
任
理

事
の
司
会
で

開
会
。
冒
頭

の
あ
い
さ
つ

で
松
本
吉
郎

会
長
は
、
７

月
28
日
に
発

生
し
た
令
和

８
年
熊
本
地

震
で
被
災
し

た
人
々
に
お

見
舞
い
の
言

葉
を
述
べ
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に

よ
る
被
災
状

況
の
把
握
と

支
援
に
万
全

を
期
す
考
え

を
示
し
た
。

ま
た
、
学

生
数
の
減
少

に
よ
り
養
成

所
の
閉
校
が

相
次
ぎ
、
２

０
２
５
年
か

ら
６
年
間
で

94
課
程
が
閉

校
予
定
と
な
っ
て
い
る
現
状

に
強
い
危
機
感
を
表
明
。
地

元
定
着
率
の
高
い
養
成
所
へ

の
支
援
を
急
ぎ
、
地
域
に
必

要
な
養
成
機
能
を
可
能
な
限

り
残
す
必
要
性
を
強
調
し

た
。

（
１
）
２
０
４
０
年
に
向

け
た
人
口
構
造
変
化
を
踏

ま
え
た
看
護
職
養
成
の
課

題
と
方
向
性

松
本
晴
樹
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
医
学
教
育
課
企
画

官
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
を

踏
ま
え
た
大
学
の
機
能
分
化

と
量
的
規
模
の
在
り
方
に
つ

い
て
概
説
。
２
０
４
０
年
に

は
医
療
職
を
含
む
専
門
職
が

１
８
０
万
人
不
足
す
る
一

方
、
事
務
職
は
４
３
７
万
人

余
る
と
の
推
計
を
示
し
、
医

療
・
保
健
系
の
養
成
規
模
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。ま

た
、
２
０
３
５
年
頃
ま

で
は
18
歳
人
口
が
大
き
く
減

ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
後
５

年
間
で
20
％
以
上
減
少
す
る

見
通
し
で
あ
り
、
「
改
革
を

先
送
り
す
れ
ば
地
域
の
大
学

や
養
成
所
が
共
倒
れ
し
か
ね

な
い
」
と
指
摘
。
看
護
職
は

地
元
で
養
成
し
た
場
合
に
地

域
へ
定
着
す
る
割
合
が
高
い

こ
と
か
ら
、
個
々
の
学
校
の

存
続
だ
け
で
な
く
、
知
事
の

関
与
の
下
、
都
道
府
県
、
医

師
会
、
看
護
協
会
、
大
学
、

養
成
所
等
が
医
療
提
供
体
制

と
整
合
さ
せ
な
が
ら
、
県
全

体
で
養
成
機
能
の
配
置
や
定

員
の
再
編
を
検
討
す
る
枠
組

み
が
必
要
だ
と
し
た
。

さ
ら
に
、
大
学
と
養
成
所

の
連
携
や
、
小
規
模
で
も
養

成
を
続
け
ら
れ
る
サ
テ
ラ
イ

ト
化
に
も
期
待
を
示
し
た
。

ま
た
、
好
事
例
と
し
て
、

県
内
出
身
者
が
約
７
割
、
県

内
就
職
率
が
約
８
割
に
上
る

鳥
取
看
護
大
学
で
行
わ
れ
て

い
る
「
奨
学
金
」
「
早
期
か

ら
の
地
域
実
習
」
「
地
域
住

民
に
よ
る
学
生
支
援
」
な
ど
、

地
域
全
体
で
看
護
職
を
育
て

る
取
り
組
み
を
紹
介
。
さ
ら

に
、
地
域
に
不
可
欠
で
県
内

就
職
率
が
50
％
以
上
の
専
門

学
校
に
つ
い
て
は
、
高
等
教

育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
対

象
継
続
を
知
事
が
判
断
で
き

る
特
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
、
「
地
域
枠
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
、
教
員
確
保
、

実
践
的
な
教
育
の
充
実
を
進

め
、
２
０
３
０
年
代
半
ば
を

迎
え
る
前
に
持
続
可
能
な
養

成
体
制
を
構
築
す
べ
き
」
と

訴
え
た
。

（
２
）
看
護
師
等
養
成
所
に

お
け
る
最
近
の
動
向
と
課
題 

～
遠
隔
授
業
・
サ
テ
ラ
イ
ト

教
室
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

に
つ
い
て
～

習
田
由
美
子
厚
生
労
働
省

医
政
局
看
護
課
長
は
、
85
歳

以
上
の
救
急
搬
送
が
２
０
４

０
年
に
向
け
て
２
０
２
０
年

比
で
75
％
増
加
し
、
在
宅
医

療
の
需
要
も
拡
大
す
る
中
、

地
域
で
高
齢
者
の
状
態
を
的

確
に
判
断
で
き
る
看
護
職
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

指
摘
。
そ
の
一
方
で
、
看
護

職
員
の
就
業
者
は
約
１
７
４

万
人
ま
で
増
え
た
も
の
の
、

地
域
に
必
要
な
看
護
職
養
成
機
能
の
維
持
に
向
け
て

                                            

課
題
と
方
向
性
を
共
有

令
和
８
年
度
医
師
会
立
看
護
師
等
養
成
所
会
議

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
３

年
ま
で
の
増
加
は
約
１
万
人

に
と
ど
ま
り
、
全
国
の
有
効

求
人
倍
率
は
２
・
04
倍
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

４
・
54
倍
に
達
し
て
い
る
と

説
明
し
た
。

養
成
面
で
は
、
３
年
課
程

養
成
所
の
定
員
充
足
率
が
８

割
を
下
回
り
、
受
験
者
数
も

２
０
１
５
年
の
約
８
万
７
０

０
０
人
か
ら
約
３
万
２
０
０

０
人
に
減
少
し
た
こ
と
を
報

告
。「
新
規
養
成
、
復
職
支
援
、

定
着
促
進
を
３
本
柱
と
し

て
、
診
療
報
酬
や
補
助
金
に

よ
る
処
遇
改
善
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
地
域
の

養
成
機
能
を
守
る
た
め
に

も
、
学
校
同
士
や
大
学
と
の

連
携
、
統
廃
合
、
遠
隔
授
業
、

サ
テ
ラ
イ
ト
化
を
組
み
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
同
時
双
方
向
型
に

加
え
、
授
業
後
の
質
疑
応
答

や
添
削
指
導
、
学
生
同
士
の

意
見
交
換
の
機
会
を
確
保
す

れ
ば
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
も
実

施
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
令

和
８
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
六
つ
の
学
校
グ
ル
ー
プ

を
採
択
し
、
遠
隔
授
業
等
の

効
果
検
証
と
手
引
き
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
し
た
。

臨
地
実
習
に
つ
い
て
は
、

養
成
所
と
実
習
施
設
の
連
携

が
円
滑
だ
と
回
答
し
た
割
合

が
24
・
３
％
に
と
ど
ま
り
、

内
定
着
に
成
果
を
上
げ
た
も

の
の
、
令
和
７
年
３
月
に
県

内
の
看
護
師
等
学
校
養
成
所

を
卒
業
し
た
１
１
４
０
名
の

う
ち
、
看
護
師
資
格
で
県
内

に
就
業
し
た
の
は
５
９
６
名

に
と
ど
ま
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
人
材
流
出
が
続
い
て
い

た
こ
と
か
ら
、
「
未
来
の
芽

プ
ラ
ン
」
を
創
設
し
た
、
と

い
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

同
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

①
令
和
７
年
度
に
寄
付
を
募

り
、
個
人
・
企
業
・
団
体
か

ら
49
件
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

た
②
令
和
８
、
９
年
度
の
２

年
間
、
県
内
で
研
修
す
る
産

婦
人
科
・
小
児
科
専
攻
医
１

年
目
に
学
習
支
援
金
と
し
て

月
３
万
円
を
１
年
間
助
成
す

る
③
医
師
会
立
看
護
師
・
准

看
護
師
養
成
学
校
３
校
に
教

材
を
寄
贈
、
令
和
８
年
度
は

妊
婦
体
験
ス
ー
ツ
を
贈
呈
し

た

─
こ
と
な
ど
を
報
告
。

そ
の
上
で
大
西
副
会
長
は
、

「
引
き
続
き
、
必
要
な
時
に

小
児
・
周
産
期
医
療
を
提
供

で
き
る
体
制
を
守
る
た
め
、

医
師
会
が
地
域
や
企
業
に
課

題
を
発
信
し
、
県
民
と
共
に

将
来
の
医
療
人
材
を
育
て
る

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

（
4
）
諸
問
題
に
関
す
る

協
議協

議
で
は
、
日
本
医
師
会

が
実
施
し
た
調
査
を
基
に
、

江
澤
常
任
理
事
が
、
①
令
和

８
年
度
に
学
生
募
集
を
行
っ

た
医
師
会
立
養
成
所
は
准
看

護
師
課
程
１
０
０
校
、
看
護

師
２
年
課
程
44
校
、
同
３
年

課
程
72
校
、
助
産
師
課
程
４

校
と
な
り
、
定
員
充
足
率
は

そ
れ
ぞ
れ
48
・
８
％
、
50
・

１
％
、
69
・
７
％
、
73
％
台

ま
で
低
下
し
て
い
る
②
運
営

費
補
助
の
標
準
単
価
は
21
都

道
府
県
で
昨
年
度
分
か
ら
、

18
都
道
府
県
で
今
年
度
分
か

ら
増
額
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

─
こ
と
を
説
明
。

ま
た
、
遠
隔
授
業
を
実
施

し
て
い
る
と
の
回
答
が
５

件
、
実
施
に
向
け
協
議
中
と

の
回
答
が
６
件
あ
り
、
小
泉

ひ
ろ
み
秋
田
県
医
師
会
長
か

ら
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
由

利
本
荘
看
護
学
校
が
学
生
の

募
集
を
停
止
し
、
同
校
内
に

秋
田
県
立
衛
生
看
護
学
院
の

サ
テ
ラ
イ
ト
校
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
本
校
と

サ
テ
ラ
イ
ト
校
双
方
へ
の
財

政
支
援
、
専
任
教
員
の
柔
軟

な
配
置
、
実
習
施
設
と
の
連

携
、
学
生
の
負
担
に
配
慮
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価
、
看

護
職
の
処
遇
改
善
等
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
た
他
、
地

域
に
養
成
機
能
を
残
す
た
め

の
制
度
・
財
政
両
面
の
支
援

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

最
後
に
池
端
幸
彦
副
会
長

は
、
看
護
職
の
偏
在
、
学
生
・

教
員
確
保
な
ど
の
課
題
に
対

し
て
、
で
き
な
い
理
由
で
は

な
く
、
実
現
す
る
方
法
を
地

域
全
体
で
考
え
る
時
代
に
入

っ
た
と
指
摘
。
「
医
療
を
守

る
こ
と
は
地
域
を
守
る
こ

と
」
と
し
て
、
一
歩
で
も
半

歩
で
も
前
へ
進
め
る
よ
う
、

日
本
医
師
会
と
し
て
も
全
力

で
支
援
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。
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電
子
カ
ル
テ
導
入
に
関
す
る

 

上
野
厚
生
労
働
大
臣
の
発
言
に

賛
意

8
月
5
日

引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

一
方
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
「
医
療
機

関
が
医
療
を
提
供
で
き
な
く

な
る
」
「
国
民
が
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
」
等
の
事
態
が

生
じ
て
は
な
ら
な
い
と
指

摘
。
２
０
２
５
年
８
月
に
日

本
医
師
会
が
公
表
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
（
第
１
５
３
４

号
参
照
）
に
よ
る
と
、
全
国

の
紙
カ
ル
テ
利
用
中
の
診
療

所
（
ｎ
＝
５
４
６
６
件
）
の

54
・
２
％
が
、
「
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
は
不
可
能
」
と
回

答
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
日
本
医
師
会
で
は
医
療

Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
、
「
地
域
医

療
を
守
る
た
め
、
全
て
の
医

師
が
、
現
状
の
ま
ま
で
も
医

療
を
継
続
で
き
る
こ
と
が
大

前
提
」
「
電
子
カ
ル
テ
の
義

務
化
に
は
反
対
」
と
繰
り
返

し
主
張
し
て
き
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
①
23
％
の
医
療
機
関
が

令
和
８
年
度
「
公
益
的
な

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
推
進
す

る
協
議
会
」
が
７
月
24
日
、

日
本
医
師
会
館
小
講
堂
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

本
協
議
会
は
長
島
公
之
常

任
理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
永
井
良
三
自

治
医
科
大
学
長
を
始
め
と
す

る
関
係
者
並
び
に
関
係
省

庁
、
関
係
団
体
等
の
協
議
会

メ
ン
バ
ー
に
対
し
、
協
議
会

出
席
へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
先
般
の
医
療
法
改

正
に
よ
り
、
医
療
法
上
に
明

確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
言

及
。
「
利
便
性
や
効
率
性
の

み
を
重
視
し
た
安
易
な
拡
大

は
決
し
て
す
べ
き
で
は
な

く
、
何
よ
り
も
安
全
性
を
最

優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
地
域
医
療
に

組
み
込
む
こ
と
で
、
公
益
的

か
つ
適
切
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調

し
た
。

さ
ら
に
、
７
月
３
日

に
公
表
さ
れ
た
「
地
域

医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、

外
来
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
困
難
な
地
域
に
お

い
て
は
、
必
要
な
時
に

適
切
に
医
療
を
提
供
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、「
対
面
診
療
を
基

本
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
活
用
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も

触
れ
、「
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
行
わ
れ
る
今
回
の

協
議
会
に
お
け
る
情
報

共
有
や
意
見
交
換
等

が
、
今
後
の
総
合
的
な

活
用
の
在
り
方
の
検
討

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と

し
た
。

続
い
て
、
永
井
学
長
、

橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員

（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
、
自
見
は
な
こ
・

長
谷
川
英
晴
両
参
議
院

議
員
（
手
紙
）
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
関
係
行
政

等
か
ら
の
報
告
、
地
域
の
事

例
報
告
が
行
わ
れ
た
。

関
係
行
政
等
か
ら
の
報
告

（
１
）
厚
生
労
働
省

水
谷
忠
由
厚
労
省
医
政
局

総
務
課
長
（
当
時
）
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
実
施
に
当
た
っ

て
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
、

①
患
者
の
日
常
生
活
の
情
報

も
得
る
こ
と
に
よ
る
医
療
の

質
の
更
な
る
向
上
②
医
療
に

対
す
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

を
確
保
す
る
こ
と
で
よ
り
良

い
医
療
を
得
ら
れ
る
機
会
の

増
加
③
患
者
が
能
動
的
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
る
治
療
の

効
果
の
最
大
化

─
で
あ
る

と
し
た
上
で
、
患
者
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
る
専
用

の
施
設
と
し
て
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
受
診
施
設
」
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
、
及
び
都
道
府

県
へ
の
届
け
出
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。
そ

の
他
、
「
無
医
地
区
」
「
準
無

医
地
区
」
に
対
す
る
補
助
金

と
し
て
「
遠
隔
医
療
設
備
整

備
事
業
」
「
へ
き
地
医
療
拠

点
病
院
運
営
事
業
」
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
し
た
へ

き
地
医
療
支
援
実
施
医
療
機

関
運
営
支
援
事
業
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
、
そ
の
活
用
を
求
め
た
。

（
２
）
総
務
省

廣
瀬
照
隆
総
務
省
情
報
流

通
行
政
局
郵
政
行
政
部
郵
便

局
活
用
課
長
は
、
郵
便
局
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
、
制
度
面
か
ら
見

た
郵
便
局
の
位
置
付
け
及
び

郵
便
業
務
の
現
状
を
概
説
。

地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
に

伴
い
、
地
域
の
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
廃
止
・
撤
退
が
進
む
中

で
、
郵
便
局
は
法
定
義
務
に

よ
り
残
存
し
、
か
つ
日
本
全

国
に
満
遍
な
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
て
、
郵
便
局

を
活
用
し
て
行
う
地
域
住
民

の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
業

務
を
実
施
し
て
い
る
と
し

た
。そ

の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
業
務
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

９
自
治
体
で
実
施
（
う
ち
５

自
治
体
で
実
装
済
）
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

（
３
）
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

竹
中
正
博
日
本
郵
便
株
式

会
社
執
行
役
員
は
、
「
郵
便

局
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
等
支
援
事
務
」
に
つ
い
て

概
説
。
市
町
村
か
ら
の
事
務

委
託
を
受
け
、
場
所
の
提
供

や
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通

し
て
実
施
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な

運
用
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
全
て
の
事
案
で
「
手
順

書
」
を
作
成
し
て
い
る
こ
と

等
を
説
明
し
た
。

（
４
）
内
閣
官
房

藤
井
信
英
地
域
未
来
戦
略

本
部
事
務
局
参
事
官
（
当
時
）

は
、
「
交
付
金
を
活
用
し
た

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
支
援
」
と
題

し
、
地
域
未
来
交
付
金
に
お

け
る
「
デ
ジ
タ
ル
実
装
型
」

の
概
要
を
説
明
。
地
域
住
民

等
の
利
用
促
進
を
目
指
し
て

い
る
も
の
の
、
①
医
師
が
医

療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
対
象
患
者
を

慎
重
に
選
定
し
て
い
る
た
め

利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

②
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
に
乗

車
す
る
看
護
師
の
人
件
費
に

対
す
る
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
補
助
が
必
要

─
等
の
課

題
が
あ
る
と
し
、
「
今
後
は

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
自
体
の
周

知
・
拡
大
も
必
要
な
の
で
は

な
い
か
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

（
５
）
自
治
医
科
大
学

原
田
昌
範
地
域
医
療
学
セ

ン
タ
ー
講
師
／
山
口
県
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
き
地
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
離

島
へ
き
地
の
郵
便
局
等
を
ど

う
活
用
す
る
か
」
と
題
し
、

山
口
県
に
お
い
て
厚
労
科

研
・
総
務
省
実
証
事
業
を
担

当
し
た
経
験
等
を
基
に
、
こ

れ
か
ら
の
へ
き
地
医
療
は
、

①
医
療
Ｄ
Ｘ
と
組
み
合
わ
せ

る
②
自
治
体
・
医
師
会
等
と

連
携
す
る
③
医
師
で
は
な

く
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
「
医
療
」

を
確
保
す
る

─
こ
と
が
大

事
に
な
る
と
し
た
。

地
域
の
事
例
報
告

（
１
）
仙
台
市
医
師
会

安
藤
健
二
郎
宮
城
県
医
師

会
長
（
前
仙
台
市
医
師
会
長
）

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推

進
に
は
、D to P with N

の
拡
充
が
重
要
と
の
認
識
を

示
す
と
と
も
に
、
仙
台
市
等

と
連
携
の
上
、
仙
台
市
医
師

会
が
導
入
し
た
医
療
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
車
の
シ
ス
テ
ム
や
、
大

型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
患
者
・

医
師
間
の
双
方
向
通
信
シ
ス

テ
ム
の
他
、
遠
隔
で
の
聴
診

を
可
能
と
す
る
自
作
の
聴
診

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
紹
介
し

た
。

（
２
）
沖
縄
県
医
師
会

仲
村
尚
司
沖
縄
県
医
師
会

理
事
は
、
初
期
救
急
医
療
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
沖
縄
県
特
有
の
状
況
に

鑑
み
、
県
医
師
会
が
主
体
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
小
児

の
夜
間
救
急
診
療
を
整
備
し

た
結
果
、
そ
の
利
用
が
広
ま

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報

告
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
、
症

状
に
応
じ
た
受
診
ア
ド
バ
イ

ス
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
好
事
例
の
横
展

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

７
月
21
日
に
上
野
賢
一
郎
厚

労
大
臣
が
、
閣
議
後
の
記
者

会
見
で
記
者
の
質
問
に
答
え

る
形
で
電
子
カ
ル
テ
導
入
に

関
す
る
考
え
を
示
し
た
こ
と

を
紹
介
。
電
子
カ
ル
テ
を
含

む
医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
我
が

国
の
姿
勢
は
日
本
医
師
会
が

目
指
す
方
向
性
と
同
じ
も
の

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

日
本
医
師
会
が
目
指
す
医
療

Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
、
（
１
）
国

民
・
患
者
へ
の
安
全
・
安
心

で
よ
り
質
が
高
い
医
療
の
提

供
、
（
２
）
医
療
現
場
の
負

担
軽
減

─
に
あ
る
と
説

明
。
「
現
在
、
国
が
進
め
て

い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
方
向
性

は
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、

「
紙
カ
ル
テ
の
ま
ま
医
療
情

報
が
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
併
用
な
ら
対
応
可
能
」
と

回
答
し
て
い
る
②
電
子
カ
ル

テ
が
導
入
で
き
な
い
理
由
と

し
て
「
導
入
や
維
持
費
が
高

額
」
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
シ
ス
テ
ム
障
害
対
応

が
困
難
」
と
の
回
答
が
多
か

っ
た

─
こ
と
を
受
け
、
国

に
対
し
て
、
導
入
を
希
望
す

る
医
療
機
関
が
安
心
し
て
、

大
き
な
負
担
な
く
電
子
カ
ル

テ
等
が
導
入
可
能
と
な
る
支

援
と
環
境
整
備
に
よ
り
、
普

及
を
促
進
す
る
よ
う
に
求
め

て
き
た
こ
と
を
説
明
。
こ
の

考
え
方
が
最
も
実
現
性
が
高

く
、
最
終
的
に
は
迅
速
な
電

子
カ
ル
テ
の
普
及
に
も
つ
な

が
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

上
野
厚
労
大
臣
の
会
見
に

つ
い
て
は
、
①
２
０
３
０
年

ま
で
の
電
子
カ
ル
テ
の
普
及

目
標
達
成
の
義
務
は
国
に
対

し
て
課
さ
れ
た
も
の
で
、
医

療
機
関
に
導
入
を
義
務
付
け

る
も
の
で
は
な
い
②
国
が
開

発
中
の
標
準
型
電
子
カ
ル

テ
・
導
入
版
は
、
電
子
カ
ル

テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
円
滑
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
医
療
機
関
に
導
入
を
義

務
付
け
る
も
の
で
は
な
い
③

標
準
型
電
子
カ
ル
テ
の
仕
様

に
対
応
す
る
た
め
、
各
医
療

機
関
に
導
入
さ
れ
て
い
る
電

子
カ
ル
テ
の
改
修
や
更
新
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い

─

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
。
こ
れ
ら
の
方
向
性

は
日
本
医
師
会
と
一
致
し
て

い
る
と
改
め
て
強
調
し
た
上

で
、
「
多
く
の
医
療
関
係
者

の
安
心
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
見
解
を
示
す

と
と
も
に
、
今
後
も
地
域
医

療
を
守
り
な
が
ら
、
医
療
Ｄ

Ｘ
が
適
切
な
方
向
へ
進
む
よ

う
、
国
へ
の
提
言
と
協
力
を

行
っ
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

開
に
向
け
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
後
、
長
島
常
任
理
事

に
よ
る
総
括
が
行
わ
れ
た
。

同
常
任
理
事
は
、
今
回
の

協
議
会
に
つ
い
て
「
昨
年
度

と
比
べ
、
制
度
・
実
態
の
両

面
で
大
き
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
だ
け
の
事
例
報
告

等
が
聞
け
る
機
会
は
類
を
見

な
い
と
し
て
、
本
協
議
会
の

意
義
を
強
調
。
引
き
続
き
関

係
団
体
と
連
携
を
深
め
、
公

益
的
か
つ
適
切
な
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
推
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
の
意
向
を
示
し

た
。

適切なオンライン診療の推進を目指して

令和８年度「公益的なオンライン診療を推進する協議会」

フォト部門 エッセー部門
応募締切

2026年10月2日㊎必着

医療従事者も応募可能。奮ってご応募願います。

　日本医師会では、第10回生命を見つめる
フォト＆エッセーの作品を募集しています。
　医療従事者も応募可能となっておりま
すので、ぜひ、ご応募願います（応募規定
などの詳細は公式ホームページをご参照
下さい）。

日本医師会広報課

公式
ホームページ

作品募集中
賞金は最大
30万円
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長
（
秋
田
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
医

学
教
育
学
講
座
教

授
）
か
ら
松
本
吉
郎

会
長
に
提
出
し
た
。

「
第
１
章　

総
論
」

で
は
、
日
医
か
か
り

つ
け
医
機
能
研
修
制

度
と
厚
生
労
働
省
の

「
か
か
り
つ
け
医
機

能
報
告
制
度
」
の
違

い
な
ど
に
触
れ
つ

つ
、
日
医
生
涯
教
育

制
度
が
果
た
す
べ
き
役
割
と

し
て
、
医
師
が
安
心
し
て
参

加
で
き
る
「
入
口
」
と
し
て

の
機
能
を
明
確
に
位
置
付

け
、
地
域
に
お
け
る
既
存
の

学
び
や
実
践
を
尊
重
し
つ

つ
、
そ
れ
ら
を
制
度
的
に
支

え
る
枠
組
み
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ス
テ
ム
に
お
け
る
か

か
り
つ
け
医
の
役

割
」
で
は
、
日
本
医

師
会
の
「
地
域
に
根

差
し
た
医
師
の
活

動
」
の
表
を
掲
載
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
深

化
・
推
進
に
当
た

り
、
医
師
の
取
り
組

み
を
国
民
に
広
く
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
の

重
要
性
等
を
示
し
て

い
る
。

「
２
．
主
治
医
意
見
書
か

ら
み
た
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
」
で
は
、
か
か
り
つ
け
医

個
人
の
視
点
か
ら
、
川
越
正

平
委
員
（
千
葉
県
医
師
会
理

事
／
松
戸
市
医
師
会
長
）
が

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
既

に
診
断
し
、
治
療
を
担
当
し

て
い
る
病
態
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
か
か
り
つ
け
患
者

の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
介
護

予
防
ま
で
を
射
程
に
入
れ

て
、
可
能
な
範
囲
で
指
導
に

取
り
組
む
こ
と
を
推
奨
。
そ

の
た
め
に
役
立
つ
知
見
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
時
間
が

限
ら
れ
る
外
来
診
療
に
お
い

て
も
実
施
可
能
な
指
導
の
在

り
方
と
し
て
、
主
治
医
意
見

書
の
「
生
活
機
能
と
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
意
見
」
欄
等
を

令
和
６
・
７
年
度

 
会
内
委
員
会
答
申
・
報
告
書

（
全
文
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
」
に
掲
載
）

■■■■■■■■

第
ⅩⅢ
次
生
涯
教
育
推
進
委
員
会
答
申

 

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
を

   

踏
ま
え
た
日
本
医
師
会
生
涯
教
育

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

■■■■■■■■

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
委
員
会

 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

か
か
り
つ
け
医
の
役
割
」

第
ⅩⅢ
次
生
涯
教
育
推
進
委

員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
長
諮

問
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報

告
制
度
を
踏
ま
え
た
日
本
医

師
会
生
涯
教
育
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
答

申
を
取
り
ま
と
め
、
当
時
担

当
の
今
村
英
仁
常
任
理
事
同

席
の
下
、
長
谷
川
仁
志
委
員

■■■■■■■■

産
業
保
健
委
員
会
答
申

 

「
産
業
医
部
会
活
性
化
の
具
体
的
方
策

   

～
行
動
す
る
産
業
医
の
養
成
と

更
な
る
活
躍
を
目
指
し
て
～
」

産
業
保
健
委
員
会
は
こ
の

ほ
ど
、
会
長
諮
問
「
産
業
医

部
会
活
性
化
の
具
体
的
方
策

～
行
動
す
る
産
業
医
の
養
成

と
更
な
る
活
躍
を
目
指
し
て

～
」
に
対
す
る
答
申
を
取
り

ま
と
め
、
担
当
の
松
岡
か
お

り
常
任
理
事
同
席
の
下
、
相

澤
好
治
産
業
保
健
委
員
会
委

員
長
（
北
里
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
松
本
吉
郎
会
長
に
提
出

し
た
。

本
答
申
は
「
は
じ
め
に
」

「
第
Ⅰ
部
：
中
央
情
勢
」「
第

Ⅱ
部
：『
１
社
目
の
壁
』
と

い
う
課
題
」
「
第
Ⅲ

部
：
産
業
医
の
マ
ッ

チ
ン
グ
等
支
援
の
動

向
」
「
第
Ⅳ
部
：
地

域
医
師
会
の
取
組
事

例
」
「
第
Ⅴ
部
：
行

動
す
る
産
業
医
養
成

に
向
け
、
『
１
社
目

の
壁
』
を
突
破
す
る

た
め
の
方
策
」
「
ま

と
め
～
産
業
医
の
組

織
化
に
む
け
て
」
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
第
Ⅱ
部
」
で
は
新
た
に

産
業
医
活
動
を
始
め
る
際
の

心
理
的
・
実
務
的
な
高
い
ハ

ー
ド
ル
を
「
１
社
目
の
壁
」

と
呼
び
、
そ
の
解
決
が
重
要

な
検
討
課
題
と
な
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

「
第
Ⅲ
部
」
で
は
地
域
医

師
会
に
加
え
て
、
最
近
で
は

都
道
府
県
の
産
業
保
健
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
間
事
業

者
等
が
参
入
し
て
行
わ
れ
て

い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
動
向

や
、
産
業
医
の
契
約
形
態
で

あ
る
「
直
接
契
約
」
「
間
接

契
約
」
の
違
い
や
課
題
な
ど

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。　

「
第
Ⅳ
部
」
で
は
、
佐
賀
、

三
重
、
沖
縄
各
県
医
師
会
並

び
に
渋
谷
区
医
師
会
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
第
Ⅴ
部
」
で
は
、「
１
社

目
の
壁
」
の
問
題
や
間
接
契

約
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
の
現

状
を
踏
ま
え
、
問
題
解
決
に

向
け
て
、（
１
）「
嘱
託
産
業

医
の
心
得
と
産
業
医
契
約
の

手
引
き
」
の
活
用
、
（
２
）

適
正
な
間
接
契
約
の
活
用
、

（
３
）「
１
社
目
の
壁
」
を
越

え
る
た
め
の
懇
談
会
の
実
施

推
進

─
の
３
点
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
言

及
。
（
１
）
で
は
、
そ
の
活

用
拡
大
に
向
け
て
、
大
幅
な

改
訂
を
行
っ
た
手
引
き
の
内

容
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
）
で
は
、
２
０
２
１

年
以
降
行
っ
て
き
た
「
医
師

会
主
導
に
よ
る
産
業
医
紹
介

事
業
者
を
活
用
し
た
産
業
医

支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い

て
、
一
定
規
模
の
地
域
医
師

会
が
間
接
契
約
を
活
用
す
る

方
法
が
最
も
有
効
で
あ
っ
た

と
総
括
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
「
新
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
、
「
適
正
な
産
業
医
サ

ポ
ー
ト
事
業
者
活
用
モ
デ
ル

事
業
」
を
展
開
す
る
よ
う
提

言
し
て
い
る
。

ま
た
、
（
３
）
で
は
、
佐

賀
県
医
師
会
の
取
り
組
み
を

参
考
と
し
て
、
「
都
道
府
県

お
よ
び
郡
市
区
医
師
会
」「
産

業
医
部
会
」
が
開
催
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
、
未
経
験

者
に
寄
り
添
っ
た
懇
談
会
ス

キ
ー
ム
の
実
施
を
提
案
し
て

い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
委
員

会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
長
諮
問

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
の

役
割
」
に
対
す
る
答
申
を
取

り
ま
と
め
、
当
時
担
当
の
江

澤
和
彦
常
任
理
事
同
席
の

下
、
馬
岡
晋
委
員
長
（
三
重

県
医
師
会
長
）
か
ら
松
本
吉

郎
会
長
に
提
出
し
た
。

答
申
は
、「
は
じ
め
に
」「
１
．

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
」「
２
．
主
治
医
意
見
書
か

ら
み
た
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
～
健
康
寿
命
の
延
伸
や
介

護
予
防
を
意
識
し
た
診
療
の

す
す
め
～
」「
３
．
地
域
に
お

け
る
課
題
と
取
組
」
「
お
わ

り
に
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
１
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ

活
用
し
つ
つ
、
「
運
動
」
「
栄

養
」「
口
腔
」「
外
出
・
交
流
・

参
加
」
「
複
数
診
療
科
で
の

協
同
診
療
」
「
『
軌
道
』
と
多

職
種
協
働
」
と
い
う
六
つ
の

論
点
を
取
り
上
げ
て
考
察
し

て
い
る
。

「
３
．
地
域
に
お
け
る
課

題
と
取
組
」
で
は
、
「
地
域

に
根
差
し
た
医
師
の
活
動
」

に
着
目
し
、
そ
の
多
様
な
実

践
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
更
な
る
深
化
・
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
医
療
機

関
や
医
師
会
等
を
単
位
と
し

た
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
。

ま
た
、
大
都
市
部
、
一
般
市
、

中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
と

い
っ
た
地
域
類
型
ご
と
の
課

題
な
ど
も
示
さ
れ
て
い
る
。

「
第
２
章　

厚
生
労
働
科

学
研
究
『
か
か
り
つ
け
医
機

能
報
告
の
た
め
の
医
師
の
研

修
項
目
の
詳
細
な
整
理
等
を

行
う
研
究
』
の
活
用
」
で
は
、

今
後
、
日
医
生
涯
教
育
制
度

に
お
け
る
教
材
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
厚
労
科
研
に
お
い

て
整
理
さ
れ
た
三
つ
の
テ
ー

マ
別
作
業
班
の
内
容
を
、
共

通
の
参
照
情
報
（
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
）
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
示
し

て
い
る
。

「
第
３
章　

日
医
生
涯
教

育
制
度
と
の
接
続
を
推
進
」

で
は
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

を
「
す
べ
て
の
医
師
が
共
有

す
べ
き
基
本
的
資
質
」
と
し

て
再
定
義
す
る
こ
と
が
地
域

医
療
の
質
と
持
続
可
能
性
を

支
え
る
戦
略
的
基
盤
と
な
る

と
指
摘
。
そ
の
実
現
に
向
け
、

解
決
す
べ
き
現
行
の
日
医
生

涯
教
育
制
度
の
課
題
を
示
し

て
い
る
。

「
第
４
章　

教
材
整
備
の

基
本
方
針
と
質
保
証
─
専
門

性
に
か
か
わ
ら
ず
有
用
な
実

践
教
材
の
構
築
─
」
で
は
、

各
医
師
が
現
場
で
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
実
際
に
知
り
た

い
こ
と
に
対
応
で
き
る
設
計

と
す
る
た
め
、
「
マ
イ
ク
ロ

ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
の
標
準

化
」
「
既
存
教
材
の
活
用
と

制
作
コ
ス
ト
の
最
適
化
」
を

提
案
し
て
い
る
。

「
第
５
章　

こ
れ
か
ら
の

生
涯
教
育
を
支
え
る
デ
ジ
タ

ル
基
盤
と
運
用
」
で
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
医
師
の
判
断
及
び

説
明
を
補
助
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
適
切
に
位
置
付
け
る
一

方
、
個
人
情
報
保
護
、
情
報

源
の
妥
当
性
評
価
、
最
終
判

断
の
主
体
は
医
師
で
あ
る
と

い
う
基
本
原
則
を
明
確
化
す

る
必
要
性
を
強
調
。併
せ
て
、

中
長
期
的
な
検
討
課
題
と
し

て
、
「
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
項
目

の
標
準
化
」
「
学
習
履
歴
に

基
づ
く
個
別
最
適
化
学
習
の

可
能
性
」
な
ど
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
。

「
第
６
章　

提
言
」
で
は
、

日
医
生
涯
教
育
制
度
を
次
世

代
型
の
生
涯
教
育
体
系
へ
と

発
展
さ
せ
る
た
め
、
「
学
び

の
柔
軟
性
」
「
体
系
の
可
視

化
と
質
保
証
」
「
協
働
と
実

践
性
」
「
運
営
の
持
続
可
能

性
」
「
医
療
Ｄ
Ｘ
・
生
成
Ａ

Ｉ
時
代
へ
の
対
応
」
と
い
う

五
つ
の
観
点
か
ら
具
体
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　日本医師会ではこの度、A②（B）会員及び B 会員の皆様への定期刊行物（日医ニュー
ス、日医雑誌、日医雑誌特別号）のご提供につきましては、原則「電子版」に移行すること
といたしました（会員区分は、MAMISにログインし、マイページ TOPの「登録情報」からご
確認いただけます）。
　そのため、これまでどおり「紙の定期刊行物（郵送）」での受け取りを希望される方は、
お手数ですがスマートフォンまたはパソコンから、以下のURLへアクセスの上、2027年2月
28日（日）までに郵送継続のお手続きをお願いいたします。
　期日までにお手続きがない場合、2027年 4月からは電子版のみとなります
ので、ご留意ください。

https://forms.jmamem.med.or.jp/usrmed/01/A/reservehash/

※なお、A①会員の皆様におかれましては、お手続きは不要となります。
辞退者を除き、従来どおり紙の定期刊行物を送付いたします。

●本件に関する問い合わせ先
　会員情報室　　03─3946 ─2121（代）、　 jmamem@po.med.or.jp

●MAMISのログイン方法
　医師会会員情報システム MAMIS のログインはこちら
　https://mamis.med.or.jp/login

※MAMIS のログイン方法や操作がご不明な場合、MAMIS運営事務局へ
お問い合わせください。
●MAMIS運営事務局
　　 0120 ─110 ─030  
　　  ※受付時間10:00 ～ 18:00（土・日・祝日を除く平日）
　　 inquiry@mamis.med.or.jp

A②（B）会員及びB会員の皆様へ重要なお知らせ

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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①今まで訪れた中で一番感動した場所　②人生で最良の一冊と思われた本　③これまでで一番印象に残っている患者さんとのエピソード　④会員の先生方へ一言

①�富士山5合目から見た雲海。今は亡き母とのドライブ。雨の中、雲の上に出ると、一面、手の届きそうな雲海とお天気に出会えた
ことが忘れられません。
②�『バムとケロのおかいもの』（島田ゆか作）。子どもが初めて自分で選んだ絵本。毎晩の読み聞かせは、仲直りに最良でした。
③�90代の女性。急に具合が悪くなり、在宅医療を選択。甥御さんとの同居で、迷惑を掛けたくないと、一つずつ自分の持ち物の整
理をしていきました。最後の持ち物に目安がついて、安心した中で静かに息を引き取られました。亡くなられた時のお顔が、ま
さに「仏様」。私は患者さんの「安らかな死」を目指していましたが、その満ち足りた笑顔に、「満足のいく死」というものがあ
ることを学びました。

④�2期目となります。この重責を担う機会をいただき、心より御礼申し上げます。今期も女性が1人となりましたが、女性医師は8
万人を超え、既に医学部入学者の女性割合は半数を超える所も出てきました。医師会活動への女性医師の積極的なご参加をお待
ちしています。私の担当は、産業保健、男女共同参画、ドクターサポートセンター／ドクターバンク、環境保健です。予防医療
の強化を目指し産業保健活動の活発化、また医師偏在対策とワークライフバランスの両面を見据えた活動を行ってまいりたいと
思います。松

ま つ お か

岡 かおり

①�米国スクリプス研究所。日本が戦争で負けた理由がよく分かりました。
②�『星の牧場』（庄野英二著）。父親から読んでもらった最初で最後の本です。
③�研修医の時に初めて診断したギランバレー症候群の患者さん。診察室で「ギランバレーかも」と話していたら、チアノーゼになっ
てきました。慌てて人工呼吸器を装着。今でもその方から年賀状を頂いています。
④�この度は選任、選定をいただき、誠にありがとうございました。今期は組織強化、先端医療、公衆衛生、死因究明などの担当を命
ぜられました。日本医師会が今後も「国民の生命と健康を守る砦」として機能し続けるためには、盤石な組織づくりが欠かせませ
ん。また、再生医療に代表される先端医療は日本が世界に誇る技術革新でもあります。明確なビジョンをもって、これらの課題に
取り組みたいと思います。加

か と う

藤 　豊
ゆたか

①�横須賀市走水。そこで見た夕焼けと海と富士山に感動。
②�『ローマ人の物語』（塩野七生著）。カエサルの決断、古代から人間が変わらないこと。
③�孫と一緒にいたいと在宅療養を選択した子宮がんの女性。がんが経膣的に脱出していても頑張って娘宅で過ごしていました。ある
日訪問すると「先生、これまでありがとう。私、旅立つわ」と言ったその日の夜に本当に旅立たれました。最期まで立派な強い人
でした。
④�神奈川出身の磯崎です。海と山に囲まれた横須賀で育ちました。22年前に父の後を継いでかかりつけ医となり、外来診療と訪問
診療を頑張ってきました。東京に来るようになっても外来診療は縮小しながら継続したいと思っています。医療はイメージで語ら
れることが多いと思います。間違ったイメージがはびこっているので、データに裏打ちされた正確な情報を多く発信し、国民に知
ってもらいたいと思っています。磯

い そ ざ き

崎 哲
て つ お

男

①�飛行機から見た北極海。広大な氷原と、無数のクレバス模様に圧倒されました。
②�『ホーンブロワーシリーズ』（セシル・スコット・フォレスター著）。人生の苦難を乗り越える帆船時代の海洋冒険小説。
③�急に動かなくなり、食べなくなったと20歳代の患者が、施設から紹介された。片眼は眼球癆

ろう

で失明。片眼は全網膜剥離であった。
全身麻酔下に手術を行い、翌朝、病室に行くと､ 自分で朝食を食べていた。見えていると思い、ほっとしたことを今でも覚えてい
ます。
④�常任理事3期目は、｢感染症危機管理対策・予防接種、学術・生涯教育、図書館｣ を分担し、重点事項として ｢医政活動｣ ｢未来医
師会ビジョン｣ を担当することになりました。前期に引き続き、感染症危機管理対策室長として情報発信に努めてまいります。予
防接種に係る諸課題に対して、現場の声を審議会等の場を通じて国に届け、解決に尽力してまいります。今後とも皆様のご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げる所存です。笹

さ さ も と

本 洋
よ う い ち

一

①�ひめゆり平和祈念資料館。最近訪ね、大人がしっかりしなければと改めて思いました。
②�『言志四録』（佐藤一斎著）。この本から、1期目に「座右の銘」を引用しました。
③�33年間、たくさんの思い出がありますが、個人情報は挙げ難く、父のことです。医師3年目の若造で父を看取りましたが、どん
な治療を選択しても、家族は後悔するものであることを知り、その後悔を少しでも小さくするのが、かかりつけの医師の役目だ
と思いました。

④�担当の職務を通じて、日本医師会常任理事の責任の範囲の広さと、責任の重さを常に感じております。今期は救急災害医療も担当
いたします。国民皆保険の達成から60余年を経て、今まさに取り組むべき課題が顕在化しており、その対応は、特に地方で「待
ったなし」です。地域医療を守る医師会の底力は、会員お一人お一人が、国民に直に接している医師であることに発するものと思
っております。今期も微力ながら努めてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。藤

ふ じ わ ら

原 慶
よ し ま さ

正

①�地獄谷野猿公苑。雪の中、子猿たちが足元を駆け回る姿に感動。
②�『アルジャーノンに花束を』（ダニエル・キイス著）。人間、人生、医学について深く考えさせられた一冊。
③�医師になって間もない頃、70代後半のがん術後の女性患者さんの病室を、早朝や深夜、一日に何度も訪ねていました。「先生、ち
ゃんとご飯を食べてるの」と気遣っていただき、ある朝、病室に立派な朝食を用意してくださったことがありました。
④�今期は、介護保険・福祉（認知症を含む）、医師国保、電子認証センター、生命倫理の主担当と、情報、救急・災害医療、産業保
健等の副担当を拝命しました。医療を取り巻く課題は、山積どころか山脈のように連なっています。松本執行部の一員として、国
民の生命と健康を守り、医師の医療活動を支えるため、力を尽くしてまいります。何卒よろしくお願い申し上げます。

佐
さ は ら

原 博
ひ ろ ゆ き

之

①�マサイマラ国立公園。プリミティブな存在として地球・自然と向き合える場所でした。
②�『萩原朔太郎詩集』。ふるさと群馬の詩聖です。余韻が固まったアタマをほぐしてくれます。
③�研修医時代に初めて受け持った悪性リンパ腫の女性患者さんでした。白血球減少のためクリーンルームで過ごしていました。研修
終了間際の4月に「もう一度だけ桜の花を見たい」とのつぶやきに、婦長のお小言覚悟で外出しました。その後に急変して世を去
りましたが、満開の桜の下で口数の少ない彼女がぽつりと言った「先生に診てもらえて、私、自分に満足している」という言葉は
今でも、自分が診療を続けている動機の一つになっています。
④�群馬県前橋市内で内科医院を運営しており、この度、常任理事を拝命しました。担当は救急医療、労災・自賠責保険、有床診療所、
医師年金、医療機関経営などです。地元医師会にてお付き合いいただきました多くの会員の皆様のご意見を、医療政策にコミット
メントするパイプ役を努めてまいります。上州（群馬）といえば「からっ風」、アゲインストの中で鍛えられた粘り強さで頑張り
ます。今後ともご指導いただけますようお願い申し上げます。小

こ な か

中 俊
し ゅ ん た ろ う

太郎

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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高
木
会
長
４
期
目
へ	

	

（
青
森
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
高
木
伸

也
（
た
か
ぎ
・
し
ん
や
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

高
木
会
長
は
昭
和
27
年
青
森

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
弘
前
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
２
年
現
職
に
就
任
。
73
歳
。

本
間
会
長
３
期
目
へ	

	

（
岩
手
県
医
）

　

６
月
６

日
の
定
例

代
議
員
会

で
本
間
博

（
ほ
ん
ま
・
ひ
ろ
し
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

本
間
会
長
は
昭
和
27
年
岩
手

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
岩
手
医

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
４
年
現

職
に
就
任
。
74
歳
。

安
藤
氏
を
選
定	

	

（
宮
城
県
医
）

　

５
月
27

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
安
藤
健

二
郎
（
あ
ん
ど
う
・
け
ん
じ
ろ

う
）
氏
を
選
定
し
た
。

　

安
藤
新
会
長
は
昭
和
34
年
神

奈
川
県
の
出
身
。
昭
和
61
年
東

北
大
を
卒
業
。
仙
台
市
医
理

事
・
会
長
を
経
て
、
令
和
８
年

現
職
に
就
任
。
66
歳
。

小
泉
会
長
３
期
目
へ	

	

（
秋
田
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
小
泉
ひ

ろ
み
（
こ
い
ず
み
・
ひ
ろ
み
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

小
泉
会
長
は
昭
和
30
年
秋
田

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
東
京
女

子
医
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
４

年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

間
中
会
長
２
期
目
へ	

	

（
山
形
県
医
）

　

５
月
30

日
の
定
例

代
議
員
会

で
間
中
英

夫
（
ま
な
か
・
ひ
で
お
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

間
中
会
長
は
昭
和
29
年
茨
城

県
の
出
身
。
昭
和
59
年
山
形
大

大
学
院
を
修
了
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

石
塚
会
長
２
期
目
へ	

	

（
福
島
県
医
）

　

６
月
７

日
の
定
例

代
議
員
会

で
石
塚
尋

　

今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た
１
府

37
県
の
医
師
会
長
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

※
年
齢
は
９
月
５
日
現
在

会
長
を
選
定
し
た
。

　

須
藤
会
長
は
昭
和
27
年
群
馬

県
の
出
身
。
昭
和
51
年
東
京
医

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
平
成
28
年
現
職
に

就
任
。
74
歳
。

金
井
会
長
９
期
目
へ	

	

（
埼
玉
県
医
）

　

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
金
井
忠

男
（
か
な
い
・
た
だ
お
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

金
井
会
長
は
昭
和
19
年
東
京

都
の
出
身
。
昭
和
45
年
横
浜
市

立
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成
22

年
現
職
に
就
任
。
82
歳
。

今
井
氏
を
選
定	

	

（
千
葉
県
医
）

　

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

で
今
井
俊

哉
（
い
ま
い
・
と
し
や
）
氏
を

選
定
し
た
。

　

今
井
新
会
長
は
昭
和
33
年
東

京
都
の
出
身
。
昭
和
58
年
日
医

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
令
和
８
年
現
職
に

就
任
。
67
歳
。

堂
前
会
長
４
期
目
へ	

	

（
新
潟
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
堂
前
洋

一
郎
（
ど
う
ま
え
・
よ
う
い
ち

ろ
う
）
現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

堂
前
会
長
は
昭
和
25
年
静
岡

県
の
出
身
。
昭
和
52
年
新
潟
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
２
年
現
職
に
就
任
。
76
歳
。

安
田
会
長
５
期
目
へ	

	

（
石
川
県
医
）

　

６
月
14

日
の
定
例

代
議
員
会

で
安
田
健

二
（
や
す
だ
・
け
ん
じ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

安
田
会
長
は
昭
和
32
年
石
川

県
の
出
身
。
昭
和
60
年
富
山
医

薬
大
を
卒
業
。
金
沢
市
医
副
会

長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
30
年

現
職
に
就
任
。
69
歳
。

鈴
木
会
長
３
期
目
へ	

	

（
山
梨
県
医
）

　

６
月
11

日
の
定
時

代
議
員
会

で
鈴
木
昌

則
（
す
ず
き
・
ま
さ
の
り
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

鈴
木
会
長
は
昭
和
29
年
山
梨

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
浜
松
医

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
５
年
現
職
に
就
任
。

71
歳
。

伊
在
井
会
長
３
期
目
へ	

	

（
岐
阜
県
医
）

　

６
月
７

日
の
定
時

代
議
員
会

で
伊
在
井

み
ど
り
（
い
ざ
い
・
み
ど
り
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

伊
在
井
会
長
は
昭
和
36
年
岐

阜
県
の
出
身
。
昭
和
60
年
島
根

医
大
を
卒
業
。
県
医
常
務
理
事

を
経
て
、
令
和
４
年
現
職
に
就

任
。
65
歳
。

加
陽
会
長
２
期
目
へ	

	

（
静
岡
県
医
）

　

５
月
30

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
加
陽
直

実
（
か
よ
う
・
な
お
み
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

加
陽
会
長
は
昭
和
30
年
山
口

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
浜
松
医

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に

就
任
。
71
歳
。

大
輪
氏
を
選
定	

	

（
愛
知
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
大
輪
芳

裕
（
お
お
わ
・
よ
し
ひ
ろ
）
氏

を
選
定
し
た
。

　

大
輪
新
会
長
は
昭
和
36
年
愛

知
県
の
出
身
。
昭
和
61
年
愛
知

医
大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
令
和
８
年
現
職

に
就
任
。
64
歳
。

馬
岡
会
長
２
期
目
へ	

	

（
三
重
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
馬
岡
晋

（
う
ま
お
か
・
し
ん
）
現
会
長

を
選
定
し
た
。

　

馬
岡
会
長
は
昭
和
29
年
三
重

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
杏
林
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

髙
橋
会
長
２
期
目
へ	

	

（
滋
賀
県
医
）

　

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で

橋
健

太
郎
（
た
か
は
し
・
け
ん
た
ろ

う
）
現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

橋
会
長
は
昭
和
27
年
大
分

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
鳥
取
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副
会
長

を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に
就

任
。
74
歳
。

加
納
会
長
２
期
目
へ	

	

（
大
阪
府
医
）

　

５
月
21
日
の
臨
時
代
議
員
会

で
加
納
康
至
（
か
の
う
・
や
す

し
）
現
会

長
を
選
定

し
た
。

　

加
納
会

長
は
昭
和
29
年
大
阪
府
の
出

身
。昭
和
55
年
神
戸
大
を
卒
業
。

府
医
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

令
和
７
年
現
職
に
就
任
。72
歳
。

八
田
会
長
３
期
目
へ	

	

（
兵
庫
県
医
）

　

６
月
14

日
の
定
時

代
議
員
会

で
八
田
昌

樹
（
は
っ
た
・
ま
さ
き
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

八
田
会
長
は
昭
和
29
年
兵
庫

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
近
畿
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
を
経
て
、

令
和
４
年
現
職
に
就
任
。72
歳
。

清
水
会
長
２
期
目
へ	

	

（
鳥
取
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
清
水
正

人
（
し
み
ず
・
ま
さ
と
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

清
水
会
長
は
昭
和
37
年
鳥
取

県
の
出
身
。
昭
和
61
年
慈
恵
医

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
６
年
現
職
に
就
任
。

64
歳
。

森
本
会
長
６
期
目
へ	

	

（
島
根
県
医
）

　

６
月
21

日
の
定
時

代
議
員
会

で
森
本
紀

彦
（
も
り
も
と
・
の
り
ひ
こ
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

森
本
会
長
は
昭
和
21
年
島
根

県
の
出
身
。
昭
和
47
年
京
大
を

卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理
事

を
経
て
、
平
成
29
年
現
職
に
就

任
。
80
歳
。

内
田
氏
を
選
定	

	

（
岡
山
県
医
）

　

４
月
26

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
内
田
耕

三
郎
（
う
ち
だ
・
こ
う
ざ
ぶ
ろ

う
）
氏
を
選
定
し
た
。

　

内
田
新
会
長
は
昭
和
28
年
岡

山
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
京

医
大
を
卒
業
。
県
医
会
計
担
当

理
事
・
専
務
理
事
を
経
て
、
令

和
８
年
現
職
に
就
任
。
73
歳
。

松
村
会
長
４
期
目
へ	

	

（
広
島
県
医
）

　

６
月
14

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
松
村
誠

（
ま
つ
む
ら
・
ま
こ
と
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

松
村
会
長
は
昭
和
24
年
広
島

県
の
出
身
。
昭
和
49
年
広
島
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
・
理
事
を
経
て
、
令
和
２

年
現
職
に
就
任
。
76
歳
。

加
藤
会
長
３
期
目
へ	

	

（
山
口
県
医
）

　

６
月
11

日
の
定
例

代
議
員
会

で
加
藤
智

栄
（
か
と
う
・
と
も
え
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

加
藤
会
長
は
昭
和
30
年
石
川

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
山
口
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理

事
・
専
務
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
令
和
４
年
現
職
に
就
任
。

71
歳
。

森
氏
を
選
定	

	

（
徳
島
県
医
）

　

６
月
４

日
の
定
例

代
議
員
会

で
森

朗
（
い
し
づ
か
・
じ
ん
ろ
う
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

石
塚
会
長
は
昭
和
26
年
福
島

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
北
大

を
卒
業
。
県
医
理
事
・
常
任
理

事
を
経
て
、
令
和
６
年
現
職
に

就
任
。
74
歳
。

松
㟢
会
長
２
期
目
へ	

	

（
茨
城
県
医
）

　

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
松
﨑
信

夫
（
ま
つ
ざ
き
・
の
ぶ
お
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

松
﨑
会
長
は
昭
和
37
年
茨
城

県
の
出
身
。
昭
和
62
年
横
浜
市

立
大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を

経
て
、令
和
６
年
現
職
に
就
任
。

63
歳
。

稲
野
前
会
長
３
期
目
へ	

	

（
栃
木
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
時

代
議
員
会

で
稲
野
秀

孝
（
い
な
の
・
ひ
で
た
か
）
前

会
長
を
選
定
し
た
。

　

稲
野
新
会
長
は
昭
和
30
年
栃

木
県
の
出
身
。
昭
和
56
年
広
島

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
・
会

長
を
経
て
、
令
和
８
年
再
び
現

職
に
就
任
。
71
歳
。

須
藤
会
長
６
期
目
へ	

	

（
群
馬
県
医
）

　

６
月
25

日
の
定
時

代
議
員
会

で
須
藤
英

仁
（
す
と
う
・
え
い
じ
ん
）
現

←
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俊
明
（
も
り
・
と
し
あ
き
）

氏
を
選
定
し
た
。

　

森
新
会
長
は
昭
和
32
年
徳
島

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
自
治
医

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
８
年
現

職
に
就
任
。
69
歳
。

久
米
川
会
長
７
期
目
へ	

	

（
香
川
県
医
）

　

５
月
21

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
久
米
川

啓
（
く
め
が
わ
・
は
じ
め
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

久
米
川
会
長
は
昭
和
29
年
香

川
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
東
京

医
大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
平
成
26
年
現
職

に
就
任
。
72
歳
。

村
上
会
長
５
期
目
へ	

	

（
愛
媛
県
医
）

　

６
月
20

日
の
定
時

代
議
員
会

で
村
上
博

（
む
ら
か
み
・
ひ
ろ
し
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

村
上
会
長
は
昭
和
32
年
福
岡

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
順
天
堂

大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
代
議

員
会
副
議
長
を
経
て
、
平
成
30

年
現
職
に
就
任
。
69
歳
。

野
並
会
長
３
期
目
へ	

	

（
高
知
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
野
並
誠

二
（
の
な
み
・
せ
い
じ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

野
並
会
長
は
昭
和
30
年
高
知

県
の
出
身
。
昭
和
59
年
帝
京
大

を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
令
和
４
年
現
職

に
就
任
。
71
歳
。

平
田
氏
を
選
定	

	

（
福
岡
県
医
）

　

６
月
18

日
の
定
例

代
議
員
会

で
平
田
泰

彦
（
ひ
ら
た
・
や
す
ひ
こ
）
氏

を
選
定
し
た
。

　

平
田
新
会
長
は
昭
和
28
年
福

岡
県
の
出
身
。
昭
和
53
年
九
大

を
卒
業
。県
医
副
会
長
を
経
て
、

令
和
８
年
現
職
に
就
任
。
73
歳
。

志
田
会
長
２
期
目
へ	

	

（
佐
賀
県
医
）

　

５
月
28

日
の
定
例

代
議
員
会

で
志
田
正

典
（
し
だ
・
ま
さ
の
り
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

志
田
会
長
は
昭
和
31
年
佐
賀

県
の
出
身
。
昭
和
55
年
久
留
米

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

専
務
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、

令
和
６
年
現
職
に
就
任
。
70
歳
。

釣
船
氏
を
選
定	

	

（
長
崎
県
医
）

　

５
月
17

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
釣
船
崇

仁
（
つ
り
ふ
ね
・
た
か
ひ
と
）

氏
を
選
定
し
た
。

　

釣
船
新
会
長
は
昭
和
32
年
長

崎
県
の
出
身
。
昭
和
60
年
長
崎

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
８
年
現

職
に
就
任
。
69
歳
。

水
足
氏
を
選
定	

	

（
熊
本
県
医
）

　

６
月
13

日
の
定
例

代
議
員
会

で
水
足
秀

一
郎
（
み
ず
た
り
・
し
ゅ
う
い

ち
ろ
う
）
氏
を
選
定
し
た
。

　

水
足
新
会
長
は
昭
和
32
年
熊

本
県
の
出
身
。
昭
和
58
年
川
崎

医
大
を
卒
業
。
県
医
理
事
・
副

会
長
を
経
て
、
令
和
８
年
現
職

に
就
任
。
69
歳
。

河
野
会
長
３
期
目
へ	

	

（
大
分
県
医
）

　

５
月
17

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
河
野
幸

治
（
こ
う
の
・
こ
う
じ
）
現
会

長
を
選
定
し
た
。

　

河
野
会
長
は
昭
和
28
年
大
分

県
の
出
身
。
昭
和
53
年
川
崎
医

大
を
卒
業
。
県
医
副
会
長
を
経

て
、
令
和
４
年
現
職
に
就
任
。

72
歳
。

河
野
会
長
７
期
目
へ	

	

（
宮
崎
県
医
）

　

５
月
19

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
河
野
雅

行
（
か
わ
の
・
ま
さ
ゆ
き
）
現

会
長
を
選
定
し
た
。

　

河
野
会
長
は
昭
和
20
年
宮
崎

県
の
出
身
。
昭
和
45
年
鹿
児
島

大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
平
成
26
年
現

職
に
就
任
。
81
歳
。

牧
角
会
長
２
期
目
へ	

	

（
鹿
児
島
県
医
）

　

５
月
16

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
牧
角
寛

郎
（
ま
き
す
み
・
か
ん
ろ
う
）

現
会
長
を
選
定
し
た
。

　

牧
角
会
長
は
昭
和
30
年
鹿
児

島
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
聖
マ

リ
医
大
を
卒
業
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

田
名
会
長
２
期
目
へ	

	

（
沖
縄
県
医
）

　

５
月
21

日
の
臨
時

代
議
員
会

で
田
名
毅

（
た
な
・
た
け
し
）
現
会
長
を

選
定
し
た
。

　

田
名
会
長
は
昭
和
40
年
沖
縄

県
の
出
身
。
平
成
10
年
九
大
大

学
院
を
修
了
。
県
医
常
任
理

事
・
副
会
長
を
経
て
、
令
和
６

年
現
職
に
就
任
。
60
歳
。

沖
縄
県
は
、
か
つ
て
「
健

康
長
寿
県
」
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
は

健
康
指
標
の
低
下
が
続
い
て

お
り
、
県
民
の
健
康
づ
く
り

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。本

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

県
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
、
予
防

沖
縄
県
医
師
会
・
沖
縄
県
栄
養
士
会
・

 

沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

  

3
者
連
携
に
よ
る

「
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

沖
縄
県
医
師
会
常
任
理
事
　
　
　

砂
川
博
司

や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
講
演
会
や
本
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
発
信

し
て
き
た
。
し
か
し
、
「
正

し
い
情
報
を
発
信
す
る
だ
け

で
は
、
な
か
な
か
県
民
の
行

動
変
容
に
は
つ
な
が
ら
な

い
」
と
い
う
課
題
意
識
を
強

く
抱
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
健
康
づ
く
り

を
「
難
し
く
伝
え
る
」
の
で

は
な
く
、
県
民
が
日
常
生
活

の
中
で
自
然
と
健
康
を
意
識

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
答
え

の
一
つ
と
し
て
着
目
し
た
の

が
、
県
民
生
活
に
最
も
身
近

な
存
在
の
一
つ
で
あ
る
「
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
、

そ
し
て
毎
日
の
生
活
の
中
で

手
に
取
ら
れ
る
「
お
む
す
び
」

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

医
療
界
か
ら
沖
縄
県
医
師

会
、
沖
縄
県
栄
養
士
会
、
そ

し
て
地
域
貢
献
の
一
環
と
し

て
賛
同
い
た
だ
い
た
県
内
企

業
の
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
３
者
が
連
携
し
、
「
健

康
を
も
っ
と
身
近
に
届
け

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
お
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
す
る
運
び
と
な
っ

た
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年

10
月
頃
か
ら
、
お
よ
そ
半
年

を
掛
け
て
議
論
と
試
作
を
重

ね
、
「
忙
し
い
毎
日
の
中
で

も
、
無
理
な
く
健
康
を
意
識

で
き
る
商
品
と
は
何
か
」「
沖

縄
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
次
世
代
に
も
食
文
化
を

伝
え
ら
れ
る
商
品
と
は
何

か
」
と
い
う
視
点
を
大
切
に

し
な
が
ら
商
品
開
発
を
進
め

た
。そ

の
結
果
、
今
年
５
月
26

日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の
約

１
カ
月
間
、
二
種
類
の
お
む

す
び
を
県
内
全
域
の
沖
縄
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
販
売
し

た
。商

品
開
発
で
最
も
苦
労
し

た
の
は
、
「
健
康
」
と
「
お

い
し
さ
」、
そ
し
て
「
商
品

と
し
て
選
ば
れ
る
魅
力
」
の

バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
実
現
す

る
か
で
あ
っ
た
。
「
健
康
」

を
重
視
し
過
ぎ
る
と
味
気
な

い
商
品
と
な
り
、一
方
で「
お

い
し
さ
」
だ
け
を
追
求
す
れ

ば
本
来
の
目
的
が
薄
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
毎

日
食
べ
て
も

飽
き
る
こ
と

な
く
、
多
く

の
県
民
に
手

に
取
っ
て
も

ら
え
る
商
品

と

す

る

た

め
、
栄
養
面

だ

け

で

な

く
、
味
、
食

感
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
な
ど
、

様
々
な
要
素

に
つ
い
て
繰
り
返
し
検
討
を

重
ね
た
。

ま
た
、
沖
縄
ら
し
さ
を
ど

の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
と

い
う
点
も
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。
地
域
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
、
幅
広
い
世
代
に

受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
商
品

と
す
る
た
め
、
３
者
で
何
度

も
意
見
交
換
を
重
ね
、
最
終

的
に
二
種
類
の
お
む
す
び
を

開
発
し
た
。

一
つ
目
の
商
品
は
「
ガ
パ

オ
ラ
イ
ス
」
で
あ
る
。
こ
の

商
品
は
特
に
忙
し
い
働
き
盛

り
世
代
を
意
識
し
、
た
ん
ぱ

く
質
な
ど
日
常
で
不
足
し
が

ち
な
栄
養
素
を
、
手
軽
に
、

お
い
し
く
摂
取
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
開
発
し
た
。

二
つ
目
の
商
品
は
「
ゴ
ー

ヤ
ー
と
豚
肉
の
ン
ブ
シ
ー

（
み
そ
煮
込
み
）」
で
あ
る
。

こ
の
商
品
は
沖
縄
の
伝
統
的

な
食
文
化
を
改
め
て
見
つ
め

直
し
、
長
寿
県
沖
縄
を
支
え

て
き
た
「
食
の
知
恵
」
を
、

現
代
の
生
活
の
中
で
も
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
を
込
め
開
発
し
た
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
医
療
と
民
間
企
業
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

も
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
や
立
場
が

異
な
る
た
め
、
健
康
面
、
栄

養
面
、
販
売
面
な
ど
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
議
論
を
重

ね
、
互
い
の
考
え
を
尊
重
し

な
が
ら
商
品
開
発
を
進
め

た
。
こ
の
よ
う
な
連
携
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
魅
力
あ
る

商
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

販
売
を
終
え
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
通
じ
て
改
め
て
実

感
し
た
の
は
、
地
元
企
業
や

関
係
団
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
情
報

が
届
き
に
く
か
っ
た
幅
広
い

層
の
県
民
に
自
然
な
形
で
健

康
を
意
識
し
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。ま

た
、
県
内
全
域
の
沖
縄

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
て
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民

が
日
常
生
活
の
中
で
実
際
に

商
品
を
手
に
取
り
、
「
少
し

健
康
を
意
識
し
て
み
よ
う
」

「
食
生
活
を
見
直
し
て
み
よ

う
」
と
考
え
る
き
っ
か
け
を

提
供
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
な
意

義
を
も
つ
取
り
組
み
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
「
お
む
す
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
一
つ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
医
療

と
民
間
企
業
が
連
携
し
た
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
情
報
発
信
し
、
県

民
の
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

本
年
の
税
控
除
適
用
を
ご
希
望
の
方
は

お
早
め
に
ご
加
入
手
続
き
を！

国
民
年
金
基
金
制
度
で

は
、
税
制
上
、
掛
金
全
額
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
課

税
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
は
、
本

年
中
に
納
付
し
た
掛
金
額
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

９
月
中
旬
ま
で
に
加
入
手
続

き
を
さ
れ
た
場
合
、
９
月
分

（
初
回
分
）
の
引
き
落
と
し

は
11
月
と
な
り
ま
す
が
、
年

度
内
の
「
一
括
納
付
」
を
選

択
さ
れ
た
場
合
、
11
月
時
点

で
来
年
３
月
分
ま
で
の
納
付

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
８
年

は
、
合
計
７
カ
月
分
を
控
除

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仮
に
、
掛
金
の
月
額
上

限
額
６
万
８
０
０
０
円
で
ご

加
入
の
場
合
、
６
万
８
０
０

０
円
×
７
＝
47
万
６
０
０
０

円
が
本
年
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
計
を
同
じ
く

す
る
ご
家
族
分
の
掛
金
を
負

担
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
分
も
ご
自
身
の
課
税
所

得
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特
に
、
本
年
の
税
控
除
適

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年

内
の
掛
金
引
き
落
と
し
が
可

能
な
10
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
加
入
申
出
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
お
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
な
お
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
も
、
資
料
の
ご
請

求
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

加
入
申
出
の
お
手
続
き
が
で

き
ま
す
。ご覧いただくとともに、新着

動画のチェック等に便利な
チャンネル登録もお願いいた
します。

公益社団法人 日本医師会
公式 YouTube
          チャンネル

→
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◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
日
時
：
10
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
20
分

◆
受
講
形
式
：
「
日
本
医
師

会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
」

（
以
下
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

◆
受
講
対
象
者
：「
日
医
か

か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制

度
」
の
修
了
申
請
を
希
望
す

る
医
師
及
び
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
全
て
の
医
師
（
診
療

科
や
主
た
る
診
療
の
場
は
問

い
ま
せ
ん
）

◆
受
講
料
：
医
師
会
員
（
郡

市
区
等
医
師
会
に
所
属
）
無

料
、
医
師
会
非
会
員
（
郡
市

区
等
医
師
会
未
加
入
）
１
０

０
０
０
円
（
税
込
）

◆
受
講
人
数
：
２
５
０
０
名

（
先
着
順
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・「
慢
性
心
不
全
の
診
断
と

治
療
」
（
弓
野
大
医
療
法
人

社
団
ゆ
み
の
理
事
長
）

・「
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
の
臨
床
」
（
竹
内
勤
埼
玉

医
科
大
学
長
）

・「
在
宅
を
支
え
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
大
串
幹

兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
中
央
病
院
長
）

・「
当
事
者
か
ら
学
ぶ
『
新

し
い
認
知
症
観
』
」
（
山
中
し

の
ぶ
日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
代
表
理

事
、
山
崎
英
樹
医
療
法
人
社

団
清
山
会
い
ず
み
の
杜
診
療

所
理
事
長
）

・
「
医
療
現
場
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
の
活
用
の
実
際
」
（
原
田

昌
範
山
口
県
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
き
地
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
診
療
部
長
）

・
「
症
例
検
討
～
が
ん
／
非

が
ん
の
緩
和
ケ
ア
～
」
（

添
明
日
香
医
療
法
人
桜
花
会

あ
す
か
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
理

事
長
・
院
長
、
迫
村
泰
成
医

療
法
人
社
団
若
水
会
牛
込
台

さ
こ
む
ら
内
科
院
長
）

◆
受
講
方
法
：
詳
細
は
、
お

申
し
込
み
完
了
後
に
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
自
動
送
信
さ

れ
る
「
応
募
登
録
完
了
メ
ー

ル
」
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
受
講
者
の
端
末
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
動
画
を
視
聴

し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◆
受
講
証
明
：
全
講
義
の
受

講
に
よ
り
、
応
用
研
修
６
単

位
、
日
医
生
涯
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
６
Ｃ
Ｃ
／
６

単
位
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
に
て
受

講
が
確
認
さ
れ
た
講
義
に
対

し
て
単
位
等
が
付
与
さ
れ
、

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
医
師
会
会

員
情
報
シ
ス
テ
ム
）
」
に
受

講
実
績
と
し
て
入
力
さ
れ
ま

す
。受

講
証
明
書
は
、
受
講
日

日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度

 

令
和
８
年
度
応
用
研
修
会 

第
２
回

（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
）

の
約
２
週
間
後
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

シ
ス
テ
ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
（
受
講
証
明
書

の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
）
。

◆
申
込
方
法
：
個
別
の
お
申

し
込
み
に
な
り
ま
す
。
申
込

期
間
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の

サ
イ
ト（https://seminar.

med.or.jp

）
か
ら
ご
希
望

の
研
修
会
を
検
索
し
て
、「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
受
講
方
法
等

の
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
願
い
ま
す
。

※
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
の
「
講

習
会
詳
細
」
に
掲
載
の
「
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
」
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
（
医
師
会
会
員
情
報
シ

ス
テ
ム
）
」
に
お
け
る
登
録

情
報
等
の
共
有
に
つ
い
て
ご

同
意
の
上
、
お
申
し
込
み
願

い
ま
す
。

◆
受
講
申
込
期
間
：
９
月
24

日
（
木
）
午
後
２
時
～
10
月

13
日
（
火
）
正
午

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

①
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
（
お
申

し
込
み
や
ロ
グ
イ
ン
、
視
聴

な
ど
）
に
関
す
る
内
容
：
日

本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

050
─

２
０
３
０
─

６
７
３
９ 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
〕

②
日
医
か
か
り
つ
け
医
機
能

研
修
制
度
（
修
了
申
請
や
応

用
研
修
の
単
位
取
得
状
況
な

ど
）
に
関
す
る
内
容
：
ご
所

属
（
地
元
）
の
都
道
府
県
医

師
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

③
そ
の
他
：
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
希
望
の

研
修
会
を
検
索
し
て
、
「
講

習
会
詳
細
」
へ
進
み
、
「
主

催
者
問
合
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

 T.H. Chan

公
衆
衛
生
大
学
院

  

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

フ
ェ
ロ
ー
募
集

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
１
９
８
３
年
に
武
見

太
郎
元
日
本
医
師
会
長
の
構

想
で
あ
る
「
医
療
資
源

の
開
発
と
配
分
」
に
着

目
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
が
、
日
本
医
師
会
の

協
力
の
下
に
同
大
学
公

衆
衛
生
大
学
院
に
設
置

し
た
学
際
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
毎
年
世
界

各
国
よ
り
10
名
程
度
の

中
堅
の
専
門
家
・
研
究

者
が
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て

選
考
さ
れ
、
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
下
記
の
と
お

り
フ
ェ
ロ
ー
の
募
集
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
応
募
希
望
者

は
、
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
募

集
要
項
を
ご
参
照
の

上
、
期
間
内
に
ご
応
募

願
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
：
原
則
と

し
て
、
応
募
時
点
に
お

い
て
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
方

（
１
）
40
歳
未
満
の
医
師
ま

募集要項
詳しくは
こちらから

た
は
保
健
医
療
分
野
の
研
究

者
（
２
）
日
本
国
籍
を
有
し
、

日
本
在
住
で
あ
る
者

（
３
）
修
士
課
程
を
修
了
し

て
い
る
者

（
４
）
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ
Ｔ

も
し
く
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
ス

コ
ア
証
明
書
を
提
出
で
き
る

者
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の

基
準
：
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

ｉ
Ｂ

Ｔ 

１
０
０
以
上
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｓ 

７
・
０
以
上
）

（
５
）
次
に
該
当
す
る
者

①
国
際
保
健
、
公
衆
衛
生
、

医
療
政
策
、
医
療
倫
理
、
社

会
医
学
等
に
関
わ
る
分
野
に

貢
献
す
る
意
思
を
有
す
る
者

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
、
①

に
記
し
た
分
野
で
日
本
医
師

会
の
研
究
活
動
に
依
頼
に
応

じ
て
協
力
で
き
る
者

◆
派
遣
期
間
：
令
和
９
年
８

月
～
令
和
10
年
６
月
（
約
11

カ
月
）

◆
募
集
定
員
：
２
名
ま
で

◆
派
遣
費
用
：
往
復
旅
費
、

滞
在
費
の
一
部
と
し
て
、
１

人
当
た
り
５
０
０
万
円
を
支

給◆
応
募
期
間
：
９
月
１
日
～

11
月
30
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
国
際
課
（

jmaintl@

po.med.or.jp

）

第
38
回
（
令
和
８
年
度
）

     

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
習
会

開
催
要
領

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
（
予

定
）
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
（
予
定
）

◆
日
時
：
〈
前
期
〉
10
月
24

日
（
土
）
・
25
日
（
日
）
〈
後

期
〉
11
月
28
日
（
土
）
・
29

日
（
日
）

◆
受
講
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
動
画
視
聴

に
よ
る
受
講
で
あ
り
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
で
は
な
い
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
講
義
ご

と
に
、
受
講
ロ
グ
並
び
に
視

聴
コ
ー
ド
の
入
力
に
よ
り
出

席
確
認
を
行
い
ま
す
。

◆
受
講
資
格
：
認
定
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
を
希
望
す
る
医
師

等◆
受
講
人
数
：
前
期
・
後
期

各
５
０
０
名

◆
受
講
料
：
前
期
・
後
期
そ

れ
ぞ
れ
日
本
医
師
会
員
は
１

０
０
０
０
円
（
税
込
）
、
非

会
員
は
２
０
０
０
０
円
（
税

込
）

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.med.or.jp/doctor/

work/

）
を
参
照
の
上
、
Ｗ

ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
ま
た
は

Google

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
前
期
は
10
月

14
日
（
水
）
、
後
期
は
11
月

18
日
（
水
）
。

た
だ
し
、Google

フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み
の
方
に
関

し
て
は
、
前
期
は
10
月
７
日

（
水
）
、
後
期
は
11
月
11
日

（
水
）
。

◆
受
講
実
績
：
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

（
医
師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ

ム
）
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
修

了
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

前
期
・
後
期
共
に
各
２
日

間
を
部
分
的
に
受
講
す
る
こ

と
（
２
日
間
の
う
ち
１
日
、

半
日
、
遅
刻
、
早
退
等
）
は

認
め
ま
せ
ん
。

◆
認
定
医
申
請
：
前
期
と
後

期
の
両
方
を
修
了
し
た
方

は
、
日
本
医
師
会
認
定
健
康

ス
ポ
ー
ツ
医
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

◆
講
習
内
容
：

〈
前
期
〉「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
概

論
」
「
神
経
・
筋
の
運
動
生

理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」

「
呼
吸
・
循
環
系
の
運
動
生

理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」

「
内
分
泌
・
代
謝
系
の
運
動

生
理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効

果
」「
運
動
と
栄
養
・
食
事
・

飲
料
」
「
女
性
と
運
動
」
「
発

育
期
と
運
動-

小
児
科
系
」

「
中
高
年
者
と
運
動-

内
科

系
」
「
発
育
期
と
運
動-

整
形

外
科
系
」
「
中
高
年
者
と
運

動-

整
形
外
科
系
」
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
と
運
動
」
「
運
動

の
た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク-

内
科
系
」
「
運
動
の
た

め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク

-

整
形
外
科
系
」

〈
後
期
〉「
運
動
と
内
科
的
障

害-

急
性
期
・
慢
性
期
」
「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
外
傷
と
障
害

（
１
）
上
肢
」「
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
外
傷
と
障
害
（
２
）
下

肢
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
３
）
脊
椎
・
体

幹
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
（
４
）
頭
部
」「
運

動
負
荷
試
験
と
運
動
処
方
の

基
本
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

内
科
系

疾
患
」
「
運
動
療
法
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン-

運
動
器

疾
患
」
「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
」
「
障
害
者
と
ス
ポ
ー

ツ
」「
保
健
指
導
」「
ス
ポ
ー

ツ
現
場
で
の
救
急
処
置　

整

形
外
科
系　

内
科
系
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
（
受
講

方
法
・
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
）
日
本
医
師
会
健
康
医
療

第
一
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
８
（
直
）

ksss@

po.med.or.jp

〕

ハーバード大学キャンパスの様子研究成果を発表するフェロー
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